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「小さな自然再生」現地研修会（第 11 回）開催報告 
 

2020 年 11 月 28 日（土）京都府南丹市美⼭町・美⼭川 
 

主催︓NPO 法人芦生自然学校、「小さな自然再生」研究会 

日本河川・流域再生ネットワーク 

協⼒︓ 美⼭漁業協同組合 

開会挨拶 座学研修  現地演習

公益財団法人河川財団による河川基⾦の助成を受けています。 
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「小さな自然再⽣」現地研修会（第 11 回） 

開催報告 

2020 年 11 月 28 日（土） 京都府南丹市美⼭町・美⼭川 

はじめに 

第 11 回「小さな自然再生」現地研修会を、京都府南丹市美⼭町を流れる由良川上流部

（通称︓美⼭川）にて 2020 年 11 月 28 日（土）に開催致しました。 

本研修会は、魚類や餌となる水生昆虫を増やしていくことを目指し、地元 NPO メンバー

や実務者、近畿圏の川づくりの専門家など計 32 名が参加し、「森と川のつながりを考え

る」をテーマに、午前の座学及び小魚や水生昆虫の餌場となる⽯積みによる「落ち葉だまり

づくり」を参加者で実演しました。 

この開催報告は、研修会の参加者とともに学んだ内容の一部を、当日の写真や講演資料を

中心に皆様にご紹介するものです。 

本研修にご協⼒頂きました、NPO 法人芦生自然学校、美⼭漁業協同組合、及び「小さな

自然再生」研究会の皆様に厚く御礼申し上げます。 

2021 年 3 月 

日本河川・流域再生ネットワーク(JRRN) 
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開催概要 

 開催日時︓ 2020 年 11 月 28 日（土） 10:00〜16:00 

 開催場所︓ 京都丹波⾼原国定公園ビジターセンター 及び 美⼭川現地 

 参加者︓  32 名 

 主 催︓ NPO 法人芦生自然学校、「小さな自然再生」研究会 

日本河川・流域再生ネットワーク  

 協 ⼒︓ 美⼭漁業協同組合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
（10:00-10:05） 開会挨拶 

    井栗秀直︓ NPO 法人芦生自然学校 理事⻑ 

（10:05-12:00） 森と川のつながりを学ぶ座学研修 

- 河川生態系における森林の役割 
（三橋弘宗︓兵庫県⽴⼤学自然・環境科学研究所／兵庫県⽴人と自然の博物館） 

- バーブ工の iRIC シミュレーション試算結果紹介 
（泉野珠穂︓滋賀県⽴⼤学環境科学部 流域政策・計画学研究室） 

- 壊れにくい⽯積みを造るには（⽵内えり⼦︓株式会社建設技術研究所 東京本社環境部） 

- サクラマスを指標種とした河川環境改善（安⽥龍司︓サクラマスレストレーション） 

（12:00〜13:30）昼食・現地移動 

（13:30〜16:00）現地実習（⽯積みによる落ち葉だまりづくり） 

    技術指導︓三橋弘宗（同上）、⽵内えり⼦（同上）、瀧健太郎（滋賀県⽴⼤学）、 

岩瀬晴夫（株式会社北海道技術コンサルタント） 

※流れが単調な区間において水生昆虫や稚魚の生育・生息場となる落ち葉だまりを⽯積みで造成 

（16:00）閉会 
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開会挨拶 

 

 

 

主催者を代表して、NPO 法⼈芦⽣⾃然学校・井栗理事⻑より開会挨拶を頂きました。 
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座学研修（午前） 

 

 

 

 

 

  

河川⽣態系における森林の役割 

（三橋弘宗︓兵庫県⽴⼤学自然・環境科学研究所／兵庫県⽴⼈と自然の博物館）
 小さな⾃然再⽣の概要紹介 

 川の中の落ち葉と河川⽣態系の関係 

 水辺の植⽣の重要性 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-1」を参照 
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バーブ工の iRIC シミュレーション試算結果紹介 

（泉野珠穂︓滋賀県⽴⼤学環境科学部 流域政策・計画学研究室） 
 バーブ工 1 基の場合のシミュレーション結果 

 バーブ工 2 基の場合のシミュレーション結果 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-2」を参照 
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壊れにくい⽯積みを造るには 

（⽵内えり⼦︓株式会社建設技術研究所 東京本社環境部） 
 石積みとの出会い、川の中の石積み 

 壊れにくい石積みを造るには 

 大きな石を動かす方法） 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-3」を参照 
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サクラマスを指標種とした河川環境改善 

（安⽥龍司︓サクラマスレストレーション） 
 サクラマスの紹介 

 サクラマスの産卵環境の悪化 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-4」を参照 



 8 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

11
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

1/
3 

 

 

 

美⼭漁業協同組合⻑より美⼭川の変化を話題提供

新型コロナウイルス感染防止対策として窓を開けての開催。外は気温 5℃。 
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現地演習（午後） 

テーマ︓「森と川のつながりを考える」 
 

午前の座学では、⿂類やその餌となる⽔⽣昆⾍の増加に寄与する鍵が、⽔⽣昆⾍の餌となる「落ち

葉」の存在であり、落ち葉が滞留し、⼀年以上落ち葉が残り続けることで⽔⽣昆⾍の⽣育・⽣息場所にな

るという森と川の相補的関係を学びました。また、落ち葉は⼩さなバーブ⼯的な⽯組があることで貯留され

ることから、崩れにくく流されにくい⽯の置き⽅、角度、川の中で⽯を動かす⽅法についてもレクチャーを受け

ました。 

この午前の学びを踏まえ、午後の現地演習では、最上流域の現場へと移動し、単調な流れを改善して

落ち葉だまりを形成するため、川の中の⽯を集めての簡易的な⽯積みのバーブ⼯を右岸側の上流側と下

流側に 2 基造成し、落ち葉のたまり具合を研修会参加者で観察しました。 

 

 

 
 

 

気温 5℃の中で防寒対策を徹底
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【午後のプログラム説明】 

 
 

 
 

NPO 法人芦生自然学校のイベントディレクター・岡佑平さんより午後の活動説明 

工具類
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   落ち葉だまりとなる⽯積みの設置場所をガイダンス
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 【前日に試作した下流側の⽯積みを補強】 

 

 
 川底から⽯を集めて前日に試作した⽯積み補強。⾼さは低く、幅をしっかりと。 
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【上流側で落ち葉だまりを造成】 

 
 

 
 集めた⽯を積んでいく

川底を耕しながら⽯を収集
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 一旦休憩。仕上げに向けての最終確認。
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落ち葉だまりづくりを再開。
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最後の仕上げは全員で。
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【落ち葉のたまり具合を実験してみました】 

 

 
上流から落ち葉を流して実験。
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【完成後の記念撮影】 
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【完成後の⽯積みを簡易測量】 
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閉会 

 
 

 

 

  
 

 

 

 

NPO 法人芦生自然学校より本日の総括

講師陣より本日の総括
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研修会から 5 日後の様⼦。しっかり落ち葉が溜まっています。 
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参考資料 1（座学研修の講義資料） 

【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（1/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（2/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（3/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（4/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（5/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（6/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（7/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（8/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（9/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（10/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（11/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（12/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（13/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（14/15） 
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【参考資料 1-1】 河川⽣態系における森林の役割 講演資料（15/15） 
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【参考資料 1-2】 バーブ工の iRIC シミュレーション試算結果紹介 講演資料（1/2） 
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【参考資料 1-2】 バーブ工の iRIC シミュレーション試算結果紹介 講演資料（2/2） 
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【参考資料 1-3】 壊れにくい⽯積みを造るには 講演資料（1/7） 
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【参考資料 1-3】 壊れにくい⽯積みを造るには 講演資料（2/7） 
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【参考資料 1-3】 壊れにくい⽯積みを造るには 講演資料（3/7） 
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参考資料 2－参加者募集チラシ（表面） 
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※JRRN 事務局は公益財団法人リバーフロント研究所が運営を担っています。 

「小さな自然再⽣」現地研修会（第11回）開催報告 
〜  2020年11月28日（土）京都府南丹市美⼭町・美⼭川 〜 
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